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自己発見 
2 単位 

文化を知る 
美術 茂木 一司 1 年次 春 

 

授業のキーワード アートの学び、ワークショップ、コミュニケーション 

授業の概要 

本授業は、①生涯的に美術と関われるよう、アート＝美術の楽しみ方や意味・（社会的な）意義を学ぶこと、
②「つくる」「みる」「はなす」ことで自己の中の感じたことや考えたことを表現し、伝達することによって、
コミュニケーション力、プレゼンテーション力の育成を目的としています。講義及び演習(アートの制作／
鑑賞をワークショップ形式）で授業を進めていきます。 

期待される学習成

果（目標） 

この授業では、ことばや色・かたちによる表現および鑑賞を通じて自己を認識したり、他の受講生との関係
性の中で意味をつくりだす広義のアートの学びを目的にしています。美術の得意・不得意に関係なく、積極
的な参加を期待します。 

 

授 業 展 開 

 テーマ 内   容  テーマ 内   容 

第 

１ 

講 

ガイダンスとアイ
スブレイク（コミュ
ニケーションゲー
ム） 

授業の進め方や評価についてガイダンスする。自己表現やコミュ

ニケーションのための協同的な学びへの導入を行う（アイスブレ

イク）。【受講生が持参するもの】新聞紙３日分、ガムテープ、ス

ズランテープなどの紐、ホチキス、タオル。※服装は動きやすい

服で（ジャージ等） 

第 

９ 

講 

メディアアートワ
ークショップ① 

アートカードを使って、見立てをテーマにしたコマ撮りアニメを

つくる。【受講生が持参するもの】模造紙、水性マーカーセット

（プロッキー８色太細字）、色紙、シール類、はさみ、のり、ポ

ストイット(75×25mm) 

第 

２ 

講 

きく・はなすワーク

ショップ：他己紹介 

他己紹介を通して、きく・はなすことを丁寧にやってみる。キュ

ーブ（６面体）のツールを使って、それをイメージで表現する。

【受講生が持参するもの】模造紙、水性マーカーセット（プロッ

キー８色太細字）、色紙、シール類、はさみ、のり、ポストイッ

ト(75×25mm) 

第 

10 

講 

メディアアートワ
ークショップ② 

アートカードを使って、見立てをテーマにしたコマ撮りアニメを

つくる。発表。【受講生が持参するもの】模造紙、水性マーカー

セット（プロッキー８色太細字）、色紙、シール類、はさみ、の

り、ポストイット(75×25mm) 

第 

３ 

講 

アートとは何か①

定義とはじまり 

広義のアートを示すことばについて講義する。美術史から読み取

れるアートの意味や大まかな流れについて理解する【受講生が持

参するもの】模造紙、水性マーカーセット（プロッキー８色太細

字）、色紙、シール類、はさみ、のり、ポストイット(75×25mm) 

第 

11 

講 

メディアアートワ
ークショップ③ 

アートカードを使って、見立てをテーマにしたコマ撮りアニメを

つくる。発表。【受講生が持参するもの】模造紙、水性マーカー

セット（プロッキー８色太細字）、色紙、シール類、はさみ、の

り、ポストイット(75×25mm) 

第 

４ 

講 

アートとは何か②
多様な表現とコミ
ュニケーション 

社会性を強めるアート、デジタル表現、ヴィジュアルカルチャー、

様々 なデザイン活動などについて理解する。【受講生が持参する

もの】模造紙、水性マーカーセット（プロッキー８色太細字）、

色紙、シール類、はさみ、のり、ポストイット(75×25mm) 

第 

12 

講 

日本美術の理解① 日本美術の絵＋文字の表現様式を鑑賞および体験的に理解する

ことを目的に、グループでかるたを制作をする。【受講生が持参

するもの】模造紙、水性マーカーセット（プロッキー８色太細字）、

色紙、シール類、はさみ、のり、ポストイット(75×25mm) 

第 

５ 

講 

みる（鑑賞）・はな
すワークショップ
① 

アートカードによるアートゲームする。七並べ→ジェスチャーで

カルタ取り→展覧会づくり→カードで身体アニメーション【受講

生が持参するもの】模造紙、水性マーカーセット（プロッキー８

色太細字）、色紙、シール類、はさみ、のり、ポストイット(75

×25mm) 

第 

13 

講 

日本美術の理解② 第12 講に続き、グループでかるたを制作する。【受講生が持参

するもの】模造紙、水性マーカーセット（プロッキー８色太細字）、

色紙、シール類、はさみ、のり、ポストイット(75×25mm) 

第 

６ 

講 

みる（鑑賞）・はな
すワークショップ
② 

アメリア・アレナスのビデオを鑑賞し、対話型鑑賞の意義や方法

を理解する。サンプルの絵画作品を使って、みんなで実践してみ

る。【受講生が持参するもの】模造紙、水性マーカーセット（プ

ロッキー８色太細字）、色紙、シール類、はさみ、のり、ポスト

イット(75×25mm) 

第 

14 

講 

日本美術の理解③ 制作したかるたを展覧会形式で鑑賞し合い、コメントしあう。最

後にかるた取りを通じてアイデアを共有する。 【受講生が持参

するもの】模造紙、水性マーカーセット（プロッキー８色太細字）、

色紙、シール類、はさみ、のり、ポストイット(75×25mm) 

第 

７ 

講 

みる（鑑賞）・はな
すワークショップ
③ 

受講生が対話型鑑賞のファシリテーターになって、実践する（グ

ループ学習）。制作と試行の段階。【受講生が持参するもの】模造

紙、水性マーカーセット（プロッキー８色太細字）、色紙、シー

ル類、はさみ、のり、ポストイット(75×25mm) 

第 

15 

講 

まとめとふりかえ
り 

レポート課題を提示。授業全体のまとめ、各自ポートフォリオの

まとめ、レポート作成のための質疑応答などを実施。 【受講生

が持参するもの】模造紙、水性マーカーセット（プロッキー８色

太細字）、色紙、シール類、はさみ、のり、ポストイット(75×

25mm) 

第 

８ 

講 

みる（鑑賞）・はなすワ

ークショップ④高崎市

美術館でのギャラリー

トークを実施 

受講生が対話型鑑賞のファシリテーターになって、実践する（グ

ループ学習）。実践の段階。【受講生が持参するもの】模造紙、水

性マーカーセット（プロッキー８色太細字）、色紙、シール類、

はさみ、のり、ポストイット(75×25mm) 

定 期 試 験 

試験は途中で課すレポートと最

終課題のレポートに替えます。 

評価方法 
受講生にはリフレクション（省察）のためのポートフォリオを課します。授業途中で専門書を読んでまとめるレポートを出します。受講生は授

業で何を学んだかをポートフォリオに詳細に記述・考察し、次週に提出／チェックを受ける。試験・レポート50％、ポートフォリオ50％（出席

率や授業態度などの平常点を加味する） 

使用する教科書（必ず購入してください） 参 考 文 献 

茂木一司代表編集『協同と表現のワークショップ』

東信堂、2010 

 

田中 日佐夫 (監修)、すぐわかる日本の美術―絵画・仏像・やきもの&暮らしと美術、東

京美術; 改訂版  

宝木 範義 (監修)、すぐわかる西洋の美術―絵画・彫刻&建築と工芸 (基本がすぐわかる
シリーズ) 、東京美術  


